
なぜ今「ライフデザイン」？

自分で 選 ぶチカラが 、未 来を生きるチカラに変わる

ををライフデザインライフデザイン
考考    えるために    えるために

を考えてみよう
シートを使って未来の
ライフキャリアプランを描いてみよう！

ひとことで表現

これまでの自分の性格

今、興味があることや
力を入れていること

これからやって
みたいこと

未来のライフキャリアプラン

これまでの自分
（印象に残っているエピソード）

なりたい自分

仕事

パートナー
（家庭・家族）

友達
（趣味や遊び）

地域活動

20代 30代 40～50代

1

2

3

4

これからのライフイベントについて考えてみて気付いたこと、将来を実現するために
今取組むべきことを書いてみよう。

振り返り2

ワークワークについて...

自分が「仕事をする上で大切だと思う価値観」に、１、２、３…と順位・理由をつけてみましょう︕自分が「仕事をする上で大切だと思う価値観」に、１、２、３…と順位・理由をつけてみましょう︕

経済的な報酬経済的な報酬
「ワーク価値観」

◎「大切だと思う価値観」を確認して、【現在の順位・理由】を考えてみよう。
◎【10年後の順位】も想像してつけてみて、【現在の順位】と比較してみよう。※友達と一緒にやる場合は【周りの人の順位】も聴いてみよう 
◎【振り返り】をしてみよう。

仕事をして得られる金銭。
副業や株、積み立てなども含む。
能力や労働に対する金銭的な
評価。

社会的な評価社会的な評価
仕事や社会活動を通じて、
人から必要とされたり、
頼られたりすること。

安定性や継続性安定性や継続性
同じ仕事を長く続けること。
先の見通しが立てやすく、
安心した暮らしを確立できます。

自己の実現自己の実現
自分の趣味や嗜好を確立して、
自分らしさを表現すること。

社会的な人間関係社会的な人間関係
仕事や社会活動を通じて
得られる人間関係、人脈。
社会における立ち位置や居場所。

変化や発展性変化や発展性
ルーティン的な仕事をするの
ではなく、自分の工夫や考えで
発展や改良、提案をしていくこと。

現在と10年後の価値観にどのような変化がありましたか︖振り返り1

現在の
順位

10年後の
順位

位 位

位 位

位 位

現在の
順位

10年後の
順位

位 位

位 位

位 位
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2

3

4

5

6

ライフライフについて...

「豊かに生きるために重要だと思う価値観」を探すために、チェックや数字を記入してみましょう︕「豊かに生きるために重要だと思う価値観」を探すために、チェックや数字を記入してみましょう︕

一緒にいる人やパートナーとはどんな関係を考えていますか︖

パートナーに求めること

結婚またはパートナーシップ関係を結ぶ年齢

●

●

●

●

●

家事・育児について、いつ、どんな家庭を考えていますか︖
第一子を持ちたい時期

育休は取得したいですか

家庭内の家事の分担はどうしたいですか

（　　　　　）歳　・　分からない　・　しない

私が取得　・　パートナーが取得　・　分からない　・　しない

私が （　　　　　） ％負担

パートナーにしてほしい家事  （　　　　　　　　　　 ）

共通の趣味  ・  価値観  ・  金銭感覚  ・  尊敬できる関係  ・  自立している
その他（  　　　　 　　　　　　　　　）

「ライフ価値観」

●

●

●

将来、いつどんな暮らしをしたい︖
どこに住みたいですか

日々の暮らしで何を大切にしたいですか

休日は何をして過ごしたいですか

県内　・　県外　・　海外　/ （　　　　）歳頃

自分　・　家族　・　仕事　・　地域や社会　・　その他（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　）　・　分からない

（　　　　　）歳　・　分からない　・　しない

宮崎県は、それぞれのライフステージをサポートします！

県内の出逢い・子育てイベント情報や
支援情報を分かりやすく掲載します。

インスタグラムでも

情報を随時発信中！

ins tagramポータルサイト

ポータルサイトで
最新情報を更新中！

自分にとって大切にしたいこと・興味があること自分にとって大切にしたいこと・興味があること1 Q.

10年後（　　　　　歳）の自分にメッセージ10年後（　　　　　歳）の自分にメッセージ3Q.

未来のライフプラン未来のライフプラン

令和5年度
社会人向けライフデザインセミナー

令和5年度
社会人向けライフデザインセミナー

企業・働く人のための
ワーク・ライフ・バランスセミナー

企業・働く人のための
ワーク・ライフ・バランスセミナー

～若手社員のライフデザイン、 
経営者の経営戦略教えます～

～若手社員のライフデザイン、 
経営者の経営戦略教えます～

日 時
講 師
日 時
講 師

2024年2月7日（水） 13:30~15:00
小室 淑恵氏
株式会社ワーク・ライフ・バランス代表取締役社長

2024年2月7日（水） 13:30~15:00
小室 淑恵氏
株式会社ワーク・ライフ・バランス代表取締役社長

2 Q.

20代 30代 40～50代

なりたい自分なりたい自分

仕事・学業仕事・学業

パートナー
（家庭・家族）

パートナー
（家庭・家族）

趣味、その他趣味、その他

『自分の未来』『自分の未来』を考えてみよう
シートを使って未来のライフプランを描いてみよう！シートを使って未来のライフプランを描いてみよう！
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発行 ： 宮崎県 福祉保健部 こども政策局 こども政策課（令和6年3月）

企業の働き方コンサルティングを数多く手がける小室さんに、結婚を含むライ
フイベントの選択、ワーク・ライフ・バランスの充実、男性の育児休業取得等を踏
まえた、将来設計を考えていく上でのヒントとなるお話をいただきました。

令和5年度
新婚世帯向けセミナー

令和5年度
新婚世帯向けセミナー

プレママ・プレパパセミナープレママ・プレパパセミナー
〈ミキハウス×宮崎県 × 明治安田生命〉〈ミキハウス×宮崎県 × 明治安田生命〉

日 時

対 象

日 時

対 象

2023年11月23日（木・祝）
午前クラス 10:30~12:40
午後クラス 15:00~17:10
妊婦さんとその同伴者

2023年11月23日（木・祝）
午前クラス 10:30~12:40
午後クラス 15:00~17:10
妊婦さんとその同伴者

これから赤ちゃんを迎える妊婦さんとその同伴者さまを対象に、 肌着の着せ
方やおむつの付け方など赤ちゃんのお世話体験、 多様なライフイベントにつ
いて考えるライフデザインセミナーなどを行いま した。
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出典:内閣府
「男女共同参画白書 令和4年版」
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雇用形態間
賃金格差

【正社員・正職員＝100】

正社員・正職員以外

60.8（61.2）

69.5（68.5）

71.1（70.5）

何歳までに結婚したい︖何歳までに結婚したい︖
厚生労働省の調査によると、平均希望結婚年齢は毎

年少しずつ男女ともに上昇しています。平均初婚年

齢が全国的にみても早い宮崎県でも、男性の平均初

婚年齢は29.7歳、女性の平均初婚年齢は28.7歳で

す。しかし、結婚する年齢層としては25～29歳の枠

が一番多いことが分かります。

1985年 2021年

出典:岐阜県  「やりたい」「なりたい」から始めよう-ライフデザインを知る・考える-
今どきの結婚って︖
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夫

全 国 宮崎県

31.1歳 30.1歳

妻

全 国 宮崎県

29.7歳 29.2歳

出典︓宮崎県　○○○○○○○○○○○○○○

働き方は人によって様々です。しかし、働き方により収入に差が出てくるかもしれません。

雇用形態や性別、年齢階級別など、多角的な視点での賃金格差を見ていくと、最も格差の広がりが目立

つ55歳から59歳の「男性の正社員・正職員」は40万円を超える一方で、「女性の正社員・正職員」は、30万

程度と男性よりも収入が少ないです。さらに、「男性の正社員・正職員以外」と比べると倍ぐらいの開き

があります。対前年増減率では、「正社員・正職員以外」は男女ともに、年齢が上がっても賃金の上昇が

あまり見られないこともわかります。

全国の18歳～29歳の人にどのような

仕事が理想だと思うかを聞いたとこ

ろ「収入が安定している仕事」が最も

多くなっています。次に、「私生活とバ

ランスがとれる仕事」、「自分にとって

楽しい仕事」が続くように、ワークラ

イフバランスや自分に合った仕事か

どうかも重視されています。

仕事において
何を重視しますか︖
仕事において
何を重視しますか︖

01

就職・仕事就職・仕事

働き方で収入にどれぐらい差がでる︖働き方で収入にどれぐらい差がでる︖

Lifedesign Lifedesign

働き方は人によって様々。企業に勤める人、起業する人、家業を継ぐ人もいるかもしれません。

ここでは雇用形態別、性別ごとに賃金を見てみると、「正社員・正職員以外」よりも「正社員・正職員」の

方が、また「女性」よりも「男性」の方が賃金が高くなっており、それぞれ一定の差が生じていることが

わかります。

さらに、年齢階級別に見ると、「正社員・正職員以外」は、年齢が上がっても賃金の上昇があまり見られ

ないことがわかります。

02

晩婚化が進んでいる︖晩婚化が進んでいる︖
宮崎県の平均初婚年齢は男女ともこの30年で約

2～3歳上昇しており、晩婚化が進んでいます。

一方で、結婚のピーク年齢を見てみると、男女と

もに実はこの30年であまり変わっていないこと

がわかります。

結婚について
どう考えている︖
結婚について
どう考えている︖

宮崎県の20代～40代の未婚者に結婚の意思を聞
いたところ、男女ともに8割以上が「いずれ結婚す
るつもり」と答えています。あなたはどのように考
えますか？

についてパートナーパートナー
0 20 40 60 80 100（%）

16.084.0

17.582.5
いずれ結婚する
つもり
一生結婚する
つもりはない

出典︓令和元年度結婚・子育て意識調査（宮崎県） 

（複数回答）

収入が安定している仕事

私生活とバランスがとれる仕事

自分にとって楽しい仕事

自分の専門知識や能力がいかせる仕事

健康を損なう心配がない仕事

失業の心配がない仕事

世の中のためになる仕事

高い収入が得られる仕事

0 10 20 30 40 50 60 70(%)

66.8

60.3

59.2
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17.4

36.4

出典︓国民生活に関する世論調査（令和4年10月調査）（内閣府） 
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出典︓令和４年賃金構造基本統計調査（厚生労働省） 

未婚化が進んでいる︖未婚化が進んでいる︖
宮崎県の50歳時未婚率を見ると、この50年で急

激に上昇していることが分かります。

近年の婚姻件数の減少の背景には、少子化によ

る若年者の減少に加え、未婚率の上昇があると

言われています。

2015年に渋谷区と世田谷区で国内初めての同性に対
するパートナーシップ制度が誕生して以来、この制
度を導入する動きは全国に広がり、現在では100を超
える自治体で導入が進んでいます。宮崎県では、県内
26市町村のうち、9自治体（宮崎市、延岡市、日南市、日
向市、西都市、えびの市、新富町、木城町、門川町）が
パートナーシップ制度を導入しています。

好きになる人が

　異性とは限らない

平均初婚年齢

1992年 2022年 1992年 2022年

結婚のピーク年齢

男 性

女 性

男 性

女 性

28.2歳

26.0歳

30.1歳

29.2歳

27歳

24歳

26歳

25歳

約2～3歳
上昇

変化は
あまり
ない

出典︓令和４年 人口動態統計（厚生労働省） 
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出典︓人口統計資料集（国立社会保障・人口問題研究所）

宮崎女性
宮崎男性

全国女性
全国男性

2位
結婚することのメリットが
     感じられなくなっている

����
�

宮崎県民 に聞いた

「平均的な結婚年齢が上がった」
「結婚しない人が増えた」理由

出典︓令和元年度結婚・子育て意識調査（宮崎県）
　　  

１位
独身生活の方が

自由が多い
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3位
経済力のある
女性が増えた
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日本が少子高齢化社会といわれるようになって
久しいです。本県の婚姻数について1970年の約
50年前と現在を比べると、大きな変化はないも
のの、少しずつ減少していることが分かります。
また、それに伴うかのように出生数も、この半世
紀の間に一度も増加することなく落ちてきてい
ることが分かります。

婚姻数に対する出生数は、1970年からか
すかに減少してはいますが、ほぼ2人を
保っています。このことから１夫婦あた
りの子どもの出生数は、約50年前から変
わっていないといえます。本県の出生数
が減少している理由として、婚姻数が減
少していることも原因があると考えられ
るかもしれません。
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婚姻数、出生数ともに、
この半世紀で減少傾向にある。

婚姻数に対する出生数は、
半世紀前から約2.0人で横ばい

出典︓Baker TG(1972) Gametogenesis, Acta Endocrinol Sullpl 166︔18・42
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出典:内閣府　令和5年版高齢社会白書（全体版） 第1章第2節（２）
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出典︓平成25年版　厚生労働白書　第2章第3節より
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出典︓Baker TG(1972) Gametogenesis, Acta Endocrinol Sullpl 166︔18・42
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卵の数は
胎生20週まで急増約 万個約700万個
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40歳未滿 40~49歳 50~59歳
60~69歳 70~79歳 80歳以上出典︓2022（令和4）年  国民生活基礎調査の概況（厚生労働省）を加工して作成
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0.6%

7.5%

20.7%

23.8%

54.4%

家族の姿は年々変化しています。ひと昔前までは全世帯の5割以上を「夫婦とこども」「3世代等」の家族が占めてい
ましたが、令和4年時点では「夫婦とこども」世帯は25.8％に。一方で「単独」世帯や、「夫婦のみ」世帯の割合が増すな
ど家族のカタチは時代と共に変化しています。
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全国の「第１子出生時の母の年齢割合」を見ると、この30年間で30代の割合が増えていることがわかります。
一方で、女性が妊娠しやすいのは一般的に20代から30代前半とされており、その後は年齢とともに（特に35歳以降）低下する
というデータがあります。
また、男性の精巣では、生涯を通じて精子がつくられますが、加齢とともに少しずつその機能が低下するといわれています。

妊娠する力が低くなったとしても不妊治療するという考
え方もあるかもしれません。右図を見てみると、不妊治療
でも年齢が若いほど出産率が高く、高齢になるほど流産率
が高くなっています。

について家族・家庭家族・家庭
Lifedesign

家族のカタチはさまざま家族のカタチはさまざま

こどもを持つなら何歳ぐらい︖こどもを持つなら何歳ぐらい︖

不妊治療の可能性は︖不妊治療の可能性は︖

もし親に介護が必要となった場合どうしますか？
介護を必要とする要介護者からみた主な介護者の続柄で
は、同居している人が45.9%。その内訳では配偶者が最も
多く、次いで子、子の配偶者と続いています。もしもに備
えて親や身近な人と話しておくことも大切です。

親の介護はどうする︖親の介護はどうする︖
出典︓2022（令和4）年  国民生活基礎調査（厚生労働省） 
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出典︓人口動態統計（厚生労働省） 

45歳以上
40-44歳
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19歳以下
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夫婦が持つこどもの数はどう変化している︖夫婦が持つこどもの数はどう変化している︖

宮崎県の出生数を見てみると、約50年で約4割に減少して
いることがわかります。
その一方で、夫婦一組あたりの平均出生こども数に相当す
る「完結出生こども数」を見てみると、約50年の間で2.20人
から1.90人と微減となっています。出生数の大幅な減少の
要因として、夫婦の持つこどもの数の変化よりも、結婚す
る夫婦の数の減少が影響していると言えます。
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出典︓第16回出生動向基本調査（結婚と出産に関する全国調査（国立社会保障・人口問題研究所）
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出典︓人口動態統計（厚生労働省） 

約50年で出生数は約4割に減少
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合計特殊出生率

出典︓一般社団法人日本生殖医学会HP 
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出典︓2022（令和4）年  国民生活基礎調査（厚生労働省） 
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　20-24歳を100％として計算した値。
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共働き世帯と専業主婦世帯とを比べると、平成９年以降、共働き世帯が増加しているのが分かります。ここから、多くの
人が結婚した後も、夫婦ともに子どもを育てながら働くことを選択する社会に変化してきたと考えられます。

いつまで働きたいですか︖いつまで働きたいですか︖
人生100年時代。あなたは何歳まで働きたいですか。

就業を希望する年齢として、全体では約2割が「働けるうちにはいつまでも」と回答。また、約4割が
70歳より高い年齢まで就業することを希望していることが分かります。

親の介護はどうする︖親の介護はどうする︖
介護を必要とする要介護者からみた主な介護者の続柄では、同居している人が54.4%。その内訳では配偶者が最も多く、次
いで子、子の配偶者と続いています。要介護者と同居している主な介護者の年齢を見ると、男性では72.4％、女性73.8％が
60歳以上です。高齢になった子や配偶者が介護をする「老々介護」も多いことが分かります。
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男性育休の実態
2021年に育児・介護休業法が改正され、男性もさ
らに育児休業を取得しやすくなりましたが、
2021年の男性の取得率は13.97%※1とまだま
だ少数派です。これは国の制度であり、例え会社
の就業規則が整備されていなくても、本人が希
望すれば男女関係無く育休を取得できます。企
業の側も管理職や経営層が理解を深め、変化し
ている段階です。調査では、男性新入社員の8割
が取得を望んでいるということが明らかになっ
ています。※2就職先を選ぶ際には、企業の見極
め方のポイントとして、男性育休取得率や、取得
した先輩の声なども参考になります。
※1出典元:厚生労働省令和3年度

「雇用均等基本調査」
https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/71-r03.html
※2出典元:公益財�法人日本生産性本部

「2017年度新入社員秋の意識調査」
https://www.jpc-net.jp/research/detail/002770.html

育休取得を
叶える知識と行動

「育休を取ると収入が減ってしまう」と思っては
いませんか?育休中は会社のお給料は出ません
が、国からの育児休業給付金が67%支給されま
す。そして社会保険料や所得税が免除されるた
め、上限はあるものの、ほとんどの方にとっては
大きな影響はありません。取得期間次第では翌
年の住民税や子どもの保育料も安くなります。
漠然とした不安にはきちんと知識を持つことの
ほか、周囲を味方につけて応援してもらうこと
も大切なポイントです。男性育休のための研修
を行っている企業も増えてきました。積極的に
参加して、不安の解消と仲間づくりをしてみま
しょう。

男性育休で家族の
いのちを守る
実は、妊産婦の死因の中で最も多いのは自殺で
す※3。産後のホルモンバランスや睡眠不足、大
きな生活の変化が原因で起こる産後うつが原因
といわれています。産後うつのピークは、おおよ
そ産後2週間から1ヶ月。この時期に夫が育児休
業を取得し、妻を支えることによって、妻と子ど
もの命を守ることができます。また、育児の始ま
りに、夫婦で力を合わせることは、その後の家庭
の円満にも直結していきます。男性育休の重要
性は、結婚を望むかどうか、子どもを望むかどう
かに関わらず、社会全体で知っておく必要があ
ります。
※3 出典元:国立研究開発法人国立育医療研究センター

「人口動態統計（死亡・出生・死産）から見る妊娠中・産後の
死亡の現状」（2018）
https://www.ncchd.go.jp/press/2018/maternal-deat
hs.htm

Lifedesign Lifedesign

（年）

男性雇用者と無業の妻からなる世帯
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男性の育児参加の
現状は︖
男性の育児参加の
現状は︖

女性が仕事と家庭を両立するためには、
パートナーと互いの協力が不可欠。一方
で男性の育児休暇取得の理解が進んでい
るとはいっても、実際の取得率は伸び悩
んでいます。図の結果から、夫の家事育児
の時間が長いほど、妻の継続就業割合は
高く、さらに第2子、3子を持てる可能性も
高くなる傾向にあることが分かります。
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出典:仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）レポート2019ワーク･ライフ･バランスの希望を実現 ～多様な個人の選択が叶う社会へ～第3章Ⅳの８
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出典:内閣府　令和5年版高齢社会白書（全体版） 第1章第2節（２）
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家庭を持ちながらの働き方はどう考える︖家庭を持ちながらの働き方はどう考える︖

ワークライフバランスワークライフバランスについて 健康・シニアライフ健康・シニアライフについて

出典:「LIFE100」　群馬県

男性育休の実態男性育休の実態
2021年に育児・介護休業法が改正され、男性も育児休業を取得しやすくなりました。し
かし、現在の男性育休取得率は17.13%（＊１）とまだまだ少ないです。男性の育児休業の
取得率を上げるために、企業側も経営陣や管理職の理解を深めることが求められてい
る段階ではあります。実際、男性の取得率を上げることで「職場風土の改善」や「従業員
満足度・ワークエンゲージメントの向上」「コミュニケーションの活性化」にもつながる

（＊２）という調査結果もあります。企業が積極的に取り組むことで、職場の雰囲気にも
良い影響を与えると分かってきました。就活で企業を選ぶ判断材料のひとつに、男性の
育休取得への取り組みにも注目すると良いかもしれません。

育休取得を考える知識と行動育休取得を考える知識と行動
男性が育休を取得する際、子の出生後8週間以内に4週間までの期間は出生時育児休業として取得でき、2回まで分割
で取得可能です。また、子が1歳になるまでの期間は育児休業を取得できます。この育児休業についても分割取得が可
能であり、育児休業の開始時期も柔軟に設定できるようになっています。「育休を取ると収入が減ってしまう」と考え
る人もいるかもしれません。育休中は会社からお給料は出ませんが、国から育児休業給付金として67％支給されます。
また、育児休業期間中の社会保険料についても免除される制度もあります。不安はあるかもしれませんが、知識を持つ
ことで解消できると思いませんか。

＊１　厚生労働省「令和4年度雇用均等基本調査」より
＊２　厚生労働省「令和５年度男性の育児休業等取得率の公表状況調査」より

平成30年度内閣府委託事業「企業等における仕事と生活の調和に関する調査研究報告書」(平成31年3月三菱東京UFJ
リサーチ&コンサルティング)によると、ワーク・ライフ・バランスの実現状況について「仕事」「家庭生活」「地域社会・
個人の生活等」の3つについてどれを優先することを希望しているか調査したところ、いずれの就労形態・性別におい
ても「『家庭生活』を優先」又は「『仕事』と『家庭生活』をともに優先」の回答割合が高くなっています。
一方、ワーク・ライフ・バランスの優先内容の実際については、「非就労者」を除くいずれの就労形態・性別でも、「『仕
事』を優先」と回答した割合が希望を大きく上回っています。また、「非就労者」では「『家庭生活』を優先」と回答した割
合が希望よりも高く、女性の方がその差が大きくなっています。

出典︓仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）レポート2019ワーク･ライフ･バランスの希望を実現 ～多様な個人の選択が叶う社会へ～ Ⅱワークライフバランスの「希望」と「実際」より
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わからない

「仕事」と「家庭生活」と「地域・
個人の生活等」をともに優先

「家庭生活」と「地域・個人の生活等」
をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活等」を
ともに優先

「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「地域・個人の生活等」を優先

「家庭生活」を優先

「仕事」を優先

希望

希望実際

実際

04

全国的に共働き世帯が増えています。1997年以降、共働き世帯数が専業主婦世帯数を超え、その数は年々増加
しており、現在では専業主婦世帯数の２倍以上となっています。宮崎県では約56.3％※が共働き世帯で、全国平
均の51.2％を超えています。
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Lifedesign

（年）
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女性が家事や育児と仕事のバランス
を取りながら働くためには、パート
ナーとの協力が不可欠。夫の家事育
児の時間が長いほど、妻の出産後の
継続就業割合は高く、さらに第2子、
第3子を持てる可能性も高くなる傾
向にあることが分かります。
一方で、厚生労働省の調査によると
男性の育児休業取得率は17.3％※と
なっており、男性の育児休業取得の
理解が進んでいるとはいえ、実際の
取得率は伸び悩んでいます。

※出典:令和4年度雇用均等基本調査
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出典︓第10回21世紀成年者縦断調査（厚生労働省） 

男性の育児参加の効果は︖男性の育児参加の効果は︖

共に働く夫婦が多い宮崎県共に働く夫婦が多い宮崎県

「ワーク」と「ライフ」
両立したい︖

「ワーク」と「ライフ」
両立したい︖

ワークライフバランスワークライフバランスについて

男性育休でパートナーとの
良い関係を築く
男性育休でパートナーとの
良い関係を築く

女性は、産後のホルモンバランスの変化や授乳による睡眠不足、大きな生
活の変化によって、「産後うつ」を発症することもあります。産後うつの
ピークは、おおよそ産後2週間から1カ月。この時期に夫が育児休業を取得
し、ともに家事・育児を行うことで、妻の心身のケアはもちろん、子育ての
ストレス軽減もできます。男性育休は配偶者のパートナーシップや自分の
働き方の改善にもつながります。男性育休の重要性は、こどもを望むかど
うかに関わらず、育休を取得する人を支えるためにも社会全体で知ってお
く必要があります。

出典︓「労働力調査特別調査」及び「労働力調査」（総務省） 

仕事は、 暮らしを支え、 生きがいや喜びをもたらすもの
ですが、 同時に、 家事・育児、 近隣との付き合いなどの生
活も暮らしに欠かすことができないものであり、 その充
実があってこそ、 人生の生きがい、 喜びは増大します。
性別や年齢にかかわらず、 人生の各段階に応じて多様な
生き方が選択・実現できる社会にするためには、 個人はも
とより 、 企業や自治体、 社会全体が連携し「ワ ー ク ・ ラ
イフ ・ バランス」の実現を目指していく必要があります。

出典︓「男女共同参画社会づくりのための県民意識調査」（宮崎県 令和2年度）

家庭生活・地域活動よりも、仕事に専念
家庭生活・地域活動にも携わるが、あくまで仕事を優先
家庭生活・地域活動と仕事を同じように両立
仕事にも携わるが、家庭生活・地域活動を優先
仕事よりも、家庭生活・地域活動に専念
わからない
無回答
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Life

Work

https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/
koyoukintou/ryouritsu/ikuji/index.html

パパもママも、仕事と育児を両立できるように

はこちらから（厚生労働省）

育児休業制度
  特設サイトはこちらから（厚生労働省）

育児休業制度
  特設サイトはこちらから（厚生労働省）

※出典︓令和２年国勢調査
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